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4.  調査航海報告(Report on Research Cruise) 
4.1 航海の概要及び航海日程（General Account and Cruise Itineraries） 
大型クラゲ分布・回遊実態調査の航海が本学研究員 3 名 調査員 11 名 学外研究員 3
名の調査グループが乗船し、平成１8 年１０月１4 日から平成１8 年１1 月 6 日までの 24
日間実施された。調査員の交代及びサンプル搬出のため新潟港に寄港し、調査員の下船及
び観測機材搬出のため舞鶴港に寄港した。 
 
航海日程(Cruise Itineraries) 
Port Distance    (miles) Arrival Date Departure Date 
Tokyo Oct.14,2006 
45.7
Tateyama Oct.14,2006 Oct.14,2006 
547.5
Oct.16,2006  
968.7Survey Area 
 Oct.23,2006 
36.9
Niigata Oct.23,2006 Oct.27,2006 
6.7
Oct.27,2006  
876.6Survey Sea area 
 Nov.01,2006 
36.9
Maizuru Nov.01,2006 Nov.03,2006 
884.3
Haneda Off Nov.06,2006 Nov.06,2006 
8.5
Tokyo Nov.06,2006  
Total Distance 3411.8   
 
4.2 調査目的(Survey Purpose) 
日本海における大型クラゲの分布状況を定量的に把握するとともに、その生息環境に関
する情報を収集する。また本調査は、漁業情報サービスセンター委託事業「大型クラゲ出
現調査及び情報提供委託事業」の一環として東京海洋大学練習船神鷹丸を使用し実施する。 
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4.5 調査海域図(Survey Chart) 
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4.6 航跡図(Track Chart) 
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